
（１） 2022 年 11 月 14 日（月） 　　　　　　　　　　インピーダンス　　　　　　　　　　　　　　　　　No.2609

        No. 2609
2022 年 11 月 14 日

【
う
ら
へ
続
く
】

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
初
任
給
引
き

上
げ
と
新
た
な
人
事
給
与

制
度
導
入
を
発
表
（
８

日
）。「
来
年
４
月
か
ら
大

卒
の
場
合
、
現
在
の

21
万
９
０
０
０
円
を
25
万

円
に
引
き
上
げ
る
」「
専
門

性
の
高
い
人
材
は

27
万
２
０
０
０
円
。
能
力

が
高
い
人
材
を
獲
得
す
る

た
め
と
い
う
」「
新
た
な
人

事
給
与
制
度
の
導
入
も
公

式
に
発
表
さ
れ
た
」「
新
人

だ
け
で
な
く
全
社
員
の
給

与
も
上
げ
て
ほ
し
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

葉
梨
法
務
大
臣
が
辞
任

（
11
日
）。「『
死
刑
の
ハ
ン

コ
を
押
す
地
味
な
役
職
』

と
発
言
。
死
刑
執
行
の
職

務
の
重
さ
や
生
命
の
重
さ

を
軽
視
し
て
い
る
。
辞
任

は
当
然
だ
」「
本
来
な
ら
岸

田
首
相
が
直
ち
に
更
迭
す

べ
き
だ
っ
た
」「
岸
田
内
閣

で
閣
僚
の
不
祥
事
に
よ
る

辞
任
は
山
際
大
臣
に
続
き

　

憲
法
を
生
か
し
た
政
治

を
求
め
て
憲
法
公
布
記
念

日
の
３
日
、
全
国
で
行
動

が
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

東
京
で
は
総
が
か
り
行
動

実
行
委
員
会
と
９
条
改
憲

Ｎ
Ｏ
！
全
国
市
民
ア
ク

シ
ョ
ン
が
主
催
し
、
国
会

を
包
囲
す
る
よ
う
に
４
２

０
０
人
が
集
ま
り
、
野
党

の
国
会
議
員
と
一
緒
に
岸

田
政
権
に
よ
る
大
軍
拡
や

改
憲
の
動
き
に
抗
議
。「
武

力
で
平
和
は
つ
く
れ
な

い
」
と
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し

改
憲
Ｎ
Ｏ
！

大
軍
拡
Ｎ
Ｏ
！   

　
憲
法
公
布
記
念
日 

全
国
で
行
動

　
　
　
　
　
国
会
前
４
２
０
０
人

た
。

　
「
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
」「
軍
拡

反
対
！
」
と
書
か
れ
た
プ

ラ
カ
ー
ド
が
並
ぶ
国
会
正

門
前
で
、
総
が
か
り
行
動

実
行
委
共
同
代
表
の
藤
本

泰
成
さ
ん
が
主
催
者
あ
い

さ
つ
。
北
朝
鮮
が
ミ
サ
イ

ル
発
射
を
繰
り
返
す
一
方

で
、
岸
田
政
権
は
軍
事
的

緊
張
を
あ
お
り
な
が
ら
軍

事
費
２
倍
化
や
「
敵
基
地

攻
撃
能
力
」
の
保
有
を
ね

ら
っ
て
い
る
と
指
摘
。「
私

た
ち
の
安
全
は
、
武
力
で

は
保
障
さ
れ
ま
せ
ん
」
と

訴
え
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
の
田
村
智

子
副
委
員
長
は
、
安
保
法

制
の
も
と
で
の
「
敵
基
地

攻
撃
能
力
」
の
保
有
は
専

守
防
衛
を
投
げ
捨
て
、
自

衛
隊
を
戦
争
す
る
軍
隊
に

す
る
危
険
な
道
だ
と
指
摘
。

日
本
政
府
に
求
め
ら
れ
て

い
る
の
は
憲
法
９
条
を
生

か
し
た
平
和
外
交
だ
と
強

調
。「
暮
ら
し
も
平
和
も
押

し
つ
ぶ
す
大
軍
拡
と
安
保

法
制
を
終
わ
ら
せ
る
た
め
、

共
同
の
輪
を
広
げ
よ
う
」

と
語
り
ま
し
た
。

大
軍
拡
で
な
く 
９
条
を
持
つ
国
の
平
和
外
交
を

「安保３文書」改定を
　　　志位委員長が批判
外交戦略なき軍事熱中が
一番危険

　

日
本
共
産
党
の
志
位
委

員
長
は
記
者
会
見
（
10
月

世界の軍需企業上位５社は米国企業
　　　　　　（2020 年）

（SIPRI の資料から作成）

20
日
）
で
、
岸
田
首
相
が

「
安
保
３
文
書
」の
改
訂
に

乗
り
出
し
た
こ
と
を
批
判
。

　
「
軍
事
対
軍
事
の
対
応

で
は
悪
循
環
に
陥
る
。
そ

れ
が
一
番
危
険
だ
」「
い
ま

日
本
に
欠
け
て
い
る
の
は

外
交
戦
略
だ
」
と
指
摘
。

「
９
条
を
生
か
し
て
東
ア

ジ
ア
に
平
和
を
つ
く
る
外

交
ビ
ジ
ョ
ン
を
提
唱
し
て

き
た
」
と
語
り
、
あ
ら
ゆ

る
問
題
を
平
和
的
な
話
し

合
い
で
解
決
す
る
こ
と
を

め
ざ
す
、
東
南
ア
ジ
ア
諸

国
連
合
が
提
唱
す
る
「
ア

セ
ア
ン
・
イ
ン
ド
太
平
洋

構
想
」
の
道
こ
そ
追
求
す

る
べ
き
だ
と
述
べ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
「
い
ま
強
調
し

た
い
こ
と
は
、
中
国
に
ど

う
向
き
合
う
か
、『
日
米
同

盟
の
抑
止
力
の
強
化
』
や

『
ク
ワ
ッ
ド
』
な
ど
、中
国

排
除
の
論
理
で
は
な
く
包

摂
の
論
理
で
地
域
の
平
和

協
力
の
枠
組
み
を
つ
く
る

こ
と
が
平
和
へ
の
一
番
の

道
だ
」
と
主
張
し
ま
し
た
。

２
人
目
だ
」「
他
に
も
疑
惑

の
あ
る
閣
僚
が
残
っ
て
い
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

旧
統
一
協
会
問
題
で
永

岡
文
科
大
臣
が
旧
統
一
協

会
へ
の
質
問
権
行
使
を
表

明
（
11
日
）。「
質
問
権
の

行
使
は
、
１
９
９
５
年
に

規
定
が
で
き
て
以
来
、
初

め
て
と
の
こ
と
」「
旧
統
一

協
会
や
信
者
の
不
法
行
為

を
認
め
た
判
決
は
多
数
あ

る
。
旧
統
一
協
会
に
関
す

る
悪
事
の
全
容
を
明
ら
か

に
し
て
欲
し
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

波
に
入
り
つ
つ
あ
る
と
指

摘
し
た
」「
政
府
は
第
８
波

が
急
拡
大
し
て
も
行
動
制

限
の
な
い
各
都
道
府
県
の

『
対
策
強
化
宣
言
』で
対
応

す
る
方
針
だ
」「
市
中
で
マ

ス
ク
着
用
が
増
え
て
い

る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

米
中
間
選
挙
。「
事
前
の

予
想
と
違
っ
て
共
和
党
の

レ
ッ
ド
ウ
エ
ー
ブ
が
来
な

か
っ
た
」「
決
戦
投
票
を
行

う
州
も
あ
っ
て
ま
だ
結
着

が
着
い
て
い
な
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

皆
既
月
食
と
天
王
星
食

（
８
日
）。「
４
４
２
年
ぶ
り

の
ダ
ブ
ル
天
体
シ
ョ
ー

だ
っ
た
」「
天
気
が
良
く
て

赤
銅
色
の
赤
黒
い
月
が
良

く
見
え
た
」「
天
王
星
食
は

紅
葉
の
御
岳
渓
谷

　
　
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　

名
水
百
選
に
選
ば
れ
た

奥
多
摩
の
御
岳
渓
谷
の
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
が
11
月
12

（
土
）
～
27
日
（
日
）
に
行

わ
れ
る
。
点
灯
時
間
は
、

16:30

～19:00

。
青
梅

線
御
岳
駅
下
車
、
多
摩
川

の
河
川
敷
に
降
り
る
と
両

岸
に
遊
歩
道
が
あ
り
、
玉

堂
美
術
館
の
大
き
な
イ

チ
ョ
ウ
の
黄
葉
が
素
晴
ら

し
い
。
今
が
見
頃
と
い
う
。

青
梅
観
光
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
紅
葉
特
集
」

に
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
が
あ
る
。

w
eb

で
はYouTube

「
日

本
の
紅
葉
ス
ポ
ッ
ト
40

選
」
が
楽
し
め
る
。（
S
）

　

英
国
の
研
究
グ
ル
ー
プ

は
、
世
界
の
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
全
体
に
占
め
る

軍
事
部
門
の
割
合
が
、
１

～
５
％
と
推
定
さ
れ
て
い

る
と
指
摘
。
軍
隊
の
排
出

量
の
報
告
が
広
く
免
除
さ

れ
て
い
る
現
状
を
変
え
、

報
告
を
義
務
化
し
な
け
れ

ば
、
デ
ー
タ
は
当
て
に
な

ら
な
く
な
る
と
警
告
し
ま

温
室
効
果
ガ
ス

軍
事
部
門
は
“
闇
の
中
”   

報
告
義
務
化
を

　
　「
ネ
イ
チ
ャ
ー
」
誌
で
論
評

テ
レ
ビ
の
映
像
で
見
た
が

結
構
早
く
動
く
も
の
だ
と

思
っ
た
」「
日
本
で
見
ら
れ

る
次
回
の
皆
既
月
食
は
３

年
後
と
の
こ
と
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
小
春
日
和
が
続
い
て

い
る
」

　

物
価
高
騰
の
さ
な
か
、

岸
田
政
権
は
６
月
か
ら
年

金
支
給
額
を
０
・
４
％
削

減
。
10
月
か
ら
は
後
期
高

齢
者
の
う
ち
３
７
０
万
人

社会保障が軍拡の犠牲に

介護負担増・給付減、高齢者の医
療保険料増ねらう

統一協会癒着徹底追及！軍拡やめろ！改憲発議反対！
　辺野古新基地建設中止！いのちと暮らしを守れ！
　　　　11・19 国会議員会館前行動

　　     　11 月 19 日 ( 土 )　14:00 ～ 

衆議院第 2 議員会館前を中心に
主催：戦争させない・９条壊すな！総がかり行動実行委
員会 / ９条改憲 NO ！全国市民アクション

５
５
４
０
万
㌧
で
英
軍
の

20
倍
以
上
。
日
本
の
防
衛

省
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

量
（
20
年
度
）
は
約
１
２

２
万
㌧
。
全
省
庁
の
排
出

量
の
約
60
％
を
占
め
て
い

ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。

「
週
間
感
染
者
数
が
40
万

超
で
再
び
世
界
最
多
に

な
っ
た
」「
８
日
、政
府
分

科
会
の
尾
身
会
長
が
第
８

の
医
療
窓
口
費
担
を
１
割

か
ら
２
割
に
倍
増
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
介
護
保
険
制

度
の
負
担
増
と
給
付
削
減
、

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険

料
値
上
げ
を
ね
ら
っ
て
い

ま
す
。

　

一
方
で
岸
田
政
権
は
軍

事
費
２
倍
化
を
計
画
。
そ

の
財
源
は
新
た
に
５
兆
円

も
必
要
で
す
。
社
会
保
障

改
悪
は
そ
の
財
源
づ
く
り

で
も
あ
り
ま
す
。
社
会
保

障
と
国
民
生
活
を
犠
牲
に

す
る
軍
拡
を
止
め
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

　    水素回収の新技術を開発
　　　　　   　  既存の精製過程は不要
　　　　    大阪大の研究グルーブ

米科学誌「サイエンス・アドバンシズ」（オンライン）10 月 27 日

　　　　https://doi.org/10.1126/sciadv.ade0189

し
た
。

　

英
国
防
省
が
公
表
し
た

２
０
１
８
年
の
英
軍
の
排

出
量
は
、
Ｃ
Ｏ
２
換
算
で

約
２
７
０
万
㌧
。
英
国
の

自
動
車
１
５
０
万
台
分
に

相
当
す
る
量
。
米
国
防
総

省
の
活
動
に
よ
る
18
年
の

排
出
量
の
推
定
値
は
約

　天然ガスなどから水素を製造する際のネックは、不純
物として生じる一酸化炭素（CO）や二酸化炭素（CO2）
などを取り除く精製過程です。大阪大の星本陽一准教授
らの研究グルーブは水素だけを高純度で回収する技術を
開発しました。
　まず耐圧反応容器内で液体の有機化合物「２－メチル
キノリン」と独自開発したホウ素を含む触媒 B1 を混合
します。これに CO や CO2 を含む水素ガスを加えて 100
度で２時間加熱すると、水素だけが有機化合物に取り込
まれます。残った CO や CO2 を脱気、除去した後、有機
化合物の溶液を 200 度で３時間加熱すると、水素ガスが
分離し回収できます。安価な水素製造技術として実用化
が期待されています。


